
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
高周波によって誘電加熱されない材料からなる容器本体及び蓋体と、容器本体の開口端と
蓋体との間に配設され、且つ、高周波によって誘電加熱されないパッキングとを具備し、
該パッキングによって、該蓋体と該容器本体とを一体化する容器に於いて、該蓋体の内面
から外面に貫通する貫通孔と該貫通孔から該蓋体の縁部まで延びる貫通孔によって形成さ
れる形状の貫通孔を該蓋体に設け、該貫通孔に該パッキングを該蓋体の縁部及び外面から
当接させることによって、該パッキングは、容器の内外圧の変化に応じて、容器本体の内
壁に押圧されるように形態の変化を為し得るようにしたことを特徴とする電子レンジ用容
器。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【産業上の利用分野】
本発明は容器に関するもので、加熱・保存容器、特に、電子レンジ等でも誘電加熱を行な
えるものである。
【０００２】
【従来の技術】
従来のこの種の食品容器として、実公昭５７－５７０１６号公報に掲載の技術を挙げるこ
とができる。
即ち、上記技術は、円錐面または回転曲線面を有する頭部と、当該円錐面または回転曲線
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面の中心においてこの頭部から延びる柄部と、この柄部の下端より斜立する複数個の弾性
突起とを可とう性材料で一体に成形してなる食品容器の気密栓に関するものである。
【０００３】
上記のように構成された食品容器の気密栓は、食品容器内の食品を加熱することができ、
かつ、加熱によって水蒸気を発生するものであれば、容器を加熱することによって水蒸気
を発生せしめ、その蒸気圧によって食品容器内の空気を排出することができる。食品容器
内の空気が排出されると、頭部の上面に大気圧が作用し、頭部の下部を円孔の上縁に圧着
させ、真空状態を維持することができる。
【０００４】
【発明が解決しようとする課題】
しかし、上記従来の食品容器の気密栓は、円錐面または回転曲線面を有する頭部と、当該
円錐面または回転曲線面の中心においてこの頭部から延びる柄部と、この柄部の下端より
斜立する複数個の弾性突起とを可とう性材料で一体に成形してなるものであるが、その形
態が複数であり、空気が排出された食品容器内の圧力にバラツキが生じる。又気密に関し
、容器と蓋体との気密に関し、従来は一定加圧力で締めている為、圧力差が大きくなると
、もれる欠点があった。
【０００５】
また、電子レンジで加熱する際には、食品容器の蓋を閉鎖して行なうことができるものの
、食品加熱状態の蒸気圧が大気圧に略等しくなるため、食品の加工時間が短くなるもので
はない。
そこで、本発明は簡単な構造で、しかも、食品加熱状態の容器内の蒸気圧を高くできしか
も安全であり、脱離状態、離反状態、又は遊離状態の変化に伴う該回避又は該肯定に使用
できる電子レンジ用容器及び加熱容器の提供を課題とするものである。
又、本発明は簡単な構造で、容器本体の内圧の変化に応じて、パッキング・弁は容器本体
及び蓋体に密閉状態となる。その変化を持って保存に適した容器とすることもできる、等
の加減圧容器の提供を課題とするものである。
【０００６】
【課題を解決するための手段及び発明の効果】
上記目的を達成すべく
請求項１に係る容器は、高周波によって誘電加熱されない材料からなる容器本体及び蓋体
と、容器本体の開口端と蓋体との間に配設され、且つ、高周波によって誘電加熱されない
パッキングとを具備し、該パッキングによって、該蓋体と該容器本体とを一体化する容器
に於いて、該蓋体の内面から外面に貫通する貫通孔と該貫通孔から該蓋体の縁部まで延び
る貫通孔によって形成される形状の貫通孔を該蓋体に設け、該貫通孔に該パッキングを該
蓋体の縁部及び外面から当接させることによって、該パッキングは、容器の内外圧の変化
に応じて、容器本体の内壁に押圧されるように形態の変化を為し得るようにしたことを特
徴とする電子レンジ用容器。
【０００７】
また、本発明の容器は、例えば、特に、圧力変化の有る電子レンジ用容器於いて説明する
と、高周波によって誘電加熱されない材料又は通常材料からなる容器本体と蓋体とパッキ
ング（弁機能をも所持する機構）とによって構成される容器の、容器本体の開口端と蓋体
との間に配設される該パッキングによって蓋体と容器本体と一体化する容器。
電子レンジ用容器の、パッキング（容器本体＆蓋に於いても可能）は容器の内圧及び外圧
の変化に於いて順応又変化又変成を為す事が出来る構造又構成又形状体である。又容器は
内圧及び外圧の変化において、各々の該形状体に変化・変成・変易を起こす構造・構成・
素材を持った形成体である。又は容器本体の内圧が設定された、所定の大気圧以上の第一
の圧力状態のとき、容器本体の内圧を所定の圧力に低下させる。又、容器本体の内圧が大
気圧より低い状態のとき上記パッキング（弁機能所持）は容器本体及び蓋体に、気密状態
とする。又は容器本体の内圧の変化に応じて、該形態の変化又は該形状の変化を為し、気
密度合いの増減力の変化をなし得る事を特徴とする電子レンジ用容器である。　この発明
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の容器は、通常時の普通状態の使用に於いても当てはまるものである。
【０００８】
また、本発明の容器は、例えば、特に、圧力変化の有る電子レンジ用容器於いて説明する
と、上記パッキングを、容器本体及び蓋体に配設のとき、該パッキンは、蓋体に貫通孔を
設け、該貫通孔にパッキンを配設した時、該パッキンは弁の作用、機能と為す事が出来る
構造を有している。
依って、この発明の容器は、例えば容器本体の中に温かい食品を入れて、パッキング付帯
蓋体を設定してそのままの状態で置いておくと、容器本体と蓋体をパッキングにて、密閉
状態とする故に保存容器として通常の使用の仕方としてもその効果をなす。又容器本体の
中に通常温度の食品を入れて、パッキング付帯蓋体を設定するそのままの状態で冷蔵庫に
保管した保存の仕方の使用をしてもその効果をなす。
【０００９】
容器本体・図１の如くの様な容器本体の開口端の内側縁に沿って連続した凸条部を形成さ
れないものも可能で、詰まり開口端の内側縁に沿った形状は即下部
より持ち上がる同じ形状、もしくはストレ－ト・平端・ラッパ形状等の構造で、蓋体が容
器本体に付設、装着する状態で設定可能な形状、形成された容器本体。該容器本体と蓋体
とパッキンで、この様な三身体と言うような形で一体化した容器に於いて、該容器の内圧
・外圧の変化が生じた時、内圧・外圧の変化に応じて、上記パッキン及び容器本体と蓋体
の形状体は、該状況の変化に伴った、形状の変化をなし、該変化は、作用変化、状態変化
、形態変化を生じる得る該手段を有する該容器となる。
【００１０】
該パッキンギ及び弁は容器本体又は蓋体に関わった、働き、作用の形状体と成得り、作用
中は常に状況・状態及び形状変化を起こし継続つつあるものである事の特徴をもつことで
ある。又依って本発明は保存容器として使用する事ができえる。
【００１１】
【作用】
本発明においては、上記述べたごとくの特徴を持つ容器である。
更に補足するならば、容器本体内に収容した食品が、例えば、容器本体内に収容した食品
が、電子レンジ等の超高周波によって誘電加熱されるとき、容器本体の開口端と其れを覆
う蓋体との間に配設された弾性材料からなるパッキングは、容器本体の内部を所定の第一
の圧力状態より低い内圧状態に維持し、大気圧よりも高い高圧状態で食品を高温加熱する
。この状態変化に応じて上記パッキングは、容器本体・蓋体に、圧着状態となる又は係合
状態の変化をおこす。容器本体が所定の第一の圧力状態以上の内圧状態になったとき、容
器本体の内圧を低下させ、容器本体の内部を所定の第一の圧力状態とする。また、容器本
体内の食品の温度降下等で内圧が所定の第一の圧力以下に低下すると、容器本体と蓋体と
の間を封止状態とする。又係合状態の変化をおこし形状の有りようの変化を為す。又容器
本体の内圧の変化に応じて、封止力の増加とする・減少とする、又は、圧着力の増加とす
る・減少とするものである。弁に於いても同様である。
【００１２】
したがって、食品加熱状態の容器内の圧力を大気圧以上に高くでき、食品加熱温度を上昇
させることができる。または、一旦、加熱した容器内の食品の温度を低下させることによ
って、容器内の圧力を容易に低下状態にさせる事も出来得るので、保存に適する減圧状態
にもなる。　又、食品が、例えば、容器本体内に収容した食品が、電子レンジ等の超高周
波によって誘電加熱されるとき、蓋体に設けた貫通孔の外方面に密接する弾性材料からな
る弁部材は、容器本体の内部を所定の第一の圧力状態より低い内圧状態に維持し、大気圧
よりも高い高圧状態で食品を高温加熱する。容器本体が所定の第一の圧力状態以上の内圧
状態になったとき、容器本体の内圧を低下させ、容器本体の内部を所定の第一の圧力状態
とする。また、容器本体内の食品の温度降下等で内圧が所定の第一の圧力以下に低下する
と、容器本体と蓋体との間を封止状態とする。
したがって、食品加熱状態の容器内の圧力を大気圧以上に高くでき、食品加熱温度を上昇
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させることができる。または、一旦、加熱した容器内の食品の温度を低下させることによ
って、容器内の圧力を容易に低下状態にさせる事も出来得るので、保存に適する減圧状態
にもなる。
要するに、容器本体内に収容した食品により、外気の温度の差を生じさせたとき、又容器
本体内の圧力の変化を生じたときも同様の事である。
【００１３】
【実施例】
以下、本発明の実施例を説明する。
第１図は本発明の実施例の電子レンジ用容器の要部中央縦断面図である。
第１図において、蓋体２０ｃは容器本体１０ｃの開口端部１２に嵌合可能で、段部１３に
載置可能な略円板状の装着、係着する配設形態を有しており、そして、蓋体２０ｃの外周
付近には、容器本体１０ｃの内側から外側に貫通した単数または複数の貫通孔２５ａが設
けられている。また、蓋体２０ｃは外周から前記単数または複数の貫通孔２５ａに対して
均圧孔２５ｂが穿設されている。前記均圧孔２５ｂは、パッキング３０の外周湾曲部３５
ｃと蓋体２０ｃの外周との間の空間に付設した連通配設をなしている。
【００１４】
したがって、容器本体１０ｃ内の蒸気圧が高くなると、貫通孔２５ａの一部及び均圧孔２
５ｂを介して、パッキング３０の外周湾曲部３５ｃと蓋体２０ｃの外周との間の空間に前
記蒸気圧を供給する。これによって、外周湾曲部３５ｃと蓋体２０ｃの外周との間の空間
の圧力を高くして、容器本体１０ｃ内の蒸気圧が高くなっても、パッキング３０は内圧に
より、容器本体１０ｃと蓋体２０ｃとに内着・装着する機能を生じて、依りよい係合嵌合
状態を呈する為、パッキングの形状の変化を為して、容器本体１０ｃと蓋体２０ｃとの装
着状態を安定化している。又、パッキング３０の形状体は内圧により、容器本体１０ｃと
蓋体２０ｃとに、内着・装着する機能を生じる形状体の構造を有する為、容器本体１０ｃ
内の蒸気圧が高くなっても、形状変化を起こし圧着状態を呈するものである。
又、故に、安全弁としての機能させる所定の第二の圧力である容器本体１０ｃの内部蒸気
圧を、必要に応じて任意の高い圧力に決定できる。
又、熱を持った容器内の食品の温度を低下することによって、パッキング３０は内圧の変
化により、容器本体１０ｃと蓋体２０ｃとに内着・装着する機能を生じて、依りよい係合
状態を呈する為、パッキングの形状の変化を為して、容器本体１０ｃと蓋体２０ｃとの装
着状態をなしている。又、パッキング３０の形状体は内圧の変化により、容器本体１０ｃ
と蓋体２０ｃとに、内着・装着・及び係合状態の変化する、為す機能を生じる形状体の構
造を有する為、容器本体１０ｃ内の圧の変化が生じても、容器内の圧力を容易に低下状態
にさせる事も出来得るのである。又形状変化を起こし圧着状態又封止状態を呈するもので
ある。依って、容器内の圧力を容易に低下状態にさせる事も出来得るので、保存に適する
減圧状態にもなる。
【００１５】
ところで、上記各実施例の高周波によって誘電加熱されない構成部材からなる容器本体及
び前記容器本体の開口端を覆う蓋体は、電子レンジによる極超短波の誘電加熱による使用
を前提としたものであるが、本発明を実施する場合には、電子レンジによる使用に限定さ
れるものではない。しかし、電子レンジで使用すると、そのエネルギ－が比較的安定して
供給されるから、電子レンジ用容器を規格化することができる。（しかも、弾性材料から
なる合成ゴム及び合成樹脂の使用が可能であり、また、それらを発泡させて使用してもよ
い。　更に、本発明の実施例の蓋体の貫通孔は、単数及び複数穿設したものであるが、本
発明を実施する場合には、貫通孔の数及び位置及び形状は限定されるものではない。）ま
た、電子レンジで食品等を収容した状態で加熱するだけで、手軽に食品等の長期保存容器
としても使用できる。
【００１６】
【発明の効果】
以上のように、本発明の電子レンジ用容器は、高周波によって誘電加熱されない構成部材
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からなる容器本体及び前記容器本体の開口端を覆う高周波によって誘電加熱されない構成
部材からなる蓋体と、前記容器本体の開口端とそれを覆う蓋体との間に配設された弾性材
料からなるパッキングとを具備する電子レンジ用容器において、前記パッキングは容器本
体の内圧が設定された所定の大気圧以上の圧力状態のとき、容器本体の内圧を所定の圧力
に低下させ、容器本体の内圧が大気圧より低い状態のとき、容器本体と蓋体との間を封止
状態とするものである。
したがって、容器本体内に収容した食品が加熱されるとき、容器本体の開口端とそれを覆
う蓋体との間に配設された弾性材料からなるパッキングは、容器本体の内部を容器本体が
維持できる所定大気圧以上の第一の圧力の蒸気圧状態に維持し、容器本体の内部を所定の
第一の圧力の蒸気圧状態で食品を高温加熱できる。また、容器本体内の食品の温度降下等
で内圧が低下すると、容器本体と蓋体との間を封止状態とすることができる。故に、食品
加熱状態の容器本体内の圧力を所定以上に高くでき、食品加熱温度を上昇させることがで
きる。また、一旦、加熱した容器本体内の食品の温度を低下させることによって、容器本
体内の圧力を容易に低下状態にでき、保存に適する減圧状態となる。
【００１７】
尚、容器本体と蓋体とパッキング等の形状、形態は、上記状態等に於いて係止・装着・脱
離に関わる働き作用状態の変化を為す、又は該状態の定着を為す。依って、安全又は安定
した容器とするものである。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明の実施例の電子レンジ用容器の要部中央縦断面図
【符号の説明】
１０，１０Ｂ，１０Ｃ　容器本体
２０，２０Ｂ，２０Ｃ，２０Ｄ　蓋体
２５　貫通孔
３０　パッキング
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